
【表のみかた】
・この表は、県職員（教員、警察官も含みます。）に支給された特殊勤務手当の支給実績をまとめたものです。

・手当には「月額」「日額」「その他（時間単位など）」の区別があり、表中「支給単価」はそれぞれの区分ごとの単価となっています。

・表中「支給人数」について、１人の職員が２種類以上の手当を受給している場合があるため、合計人数は延べ人数となります。

・表中「支給回数」について、支給方法が「月額」は１月分を、「日額」は１日分、「その他」は時間単位などを「１」として数えています。

・表中「支給対象職員」欄の所属名等はその当時のものです。

【支給額について】
・各手当の支給総額については、基本的には日額手当は「支給回数×単価」、月額手当は「支給人数×単価×１２（か月）」となりますが、手当によっては単価の割落しや

　他の手当との調整による支給総額の上限設定があり、また中途の採用、退職等もあるため必ずしも合致しない場合があります。

令和5年度

普通会計
【知事部局等】

支給人数 支給回数 支給単価 支給総額（年額）
日額 月額 その他 （人） （回） （円）、（％） （千円）

税務特別手当 隠岐支庁、県民センターに勤
務する職員（管理職員を除
く）

県税の賦課及び徴収に関する業
務

○ 84 17,543 720円 12,631

税務特別手当 隠岐支庁、県民センターに勤
務する管理職員

県税の賦課及び徴収に関する業
務

○ 9 1,461 360円 526

税務特別手当 隠岐支庁、県民センターに勤
務する職員

上記の加算（出張して直接住民と
接して行う賦課・徴収業務等）

○ 66 553 400円 221

税務特別手当 税務課の職員 直接住民と接して行う県税の賦課
及び徴収に関する業務

○ 2 2 400円 1

有害物取扱手当 人事委員会規則で定める試
験研究機関等に勤務する職
員

試験、研究又は検査のため毒物
及び劇物取締法第２条に規定す
る毒物又は劇物その他人事委員
会規則で定める有害物を取り扱う
作業

○ 111 3,037 420円 1,276

有害物取扱手当 人事委員会規則で定める試
験研究機関等に勤務する職
員

毒劇物を含む農薬の散布等の作
業その他これに準ずるものとして
人事委員会が認める作業 ○ 7 35 370円 13

備考（見直し状況等）

特 殊 勤 務 手 当 支 給 実 績 に つ い て

特殊勤務手当の種類 支給対象職員 支給対象業務
支給方法
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家畜飼育作業等従事手
当

中山間地域研究センター、
畜産技術センター、農林大
学校に勤務する職員

種雄牛の精液採取作業、種雄牛
の自然交配若しくは精液採取のた
め若しくはこれらの作業の準備の
ために種雄牛を御する作業又は
液体窒素を用いて行う種雄牛の
精液の保存処理作業

○ 3 172 370円 64

家畜飼育作業等従事手
当

中山間地域研究センター、
畜産技術センター、農林大
学校に勤務する職員

家畜のふん尿を直接処理する作
業

○ 3 666 320円 213

家畜飼育作業等従事手
当

中山間地域研究センター、
畜産技術センター、農林大
学校に勤務する職員

牛の削蹄作業

○ 3 43 370円 16

家畜飼育作業等従事手
当

中山間地域研究センター、
畜産技術センター、農林大
学校に勤務する職員

家畜の診療の業務

○ 5 729 610円 445

家畜保健衛生業務従事
手当

獣医師 家畜の診療、病性の検査若しくは
鑑定又は家畜伝染病の防疫の業
務
（上記家畜の診療の業務以外）

○ 28 3,592 700円 2,514

家畜保健衛生業務従事
手当

獣医師 上記の加算（BSE検査のため、死
亡牛の脳から延髄を採取する作
業）

○ 4 215 420円 90

訓練指導手当 農林大学校、高等技術校に
勤務する職員（管理職員）

学生の指導又は訓練生の指導そ
の他の指導で人事委員会規則で
定める業務

○ 7 1,384 880円 1,218

訓練指導手当 農林大学校、高等技術校に
勤務する職員（行政職２級以
下）

学生の指導又は訓練生の指導そ
の他の指導で人事委員会規則で
定める業務

○ 4 695 1,070円 744

訓練指導手当 農林大学校、高等技術校に
勤務する職員（行政職３級）

学生の指導又は訓練生の指導そ
の他の指導で人事委員会規則で
定める業務

○ 17 2,942 1,590円 4,678

訓練指導手当 農林大学校、高等技術校に
勤務する職員（行政職４級以
上）

学生の指導又は訓練生の指導そ
の他の指導で人事委員会規則で
定める業務

○ 13 2,321 1,760円 4,085

特殊現場作業従事手当 職員 労働安全衛生規則で定める電気
作業 ○ 15 1,290 370円 477
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特殊現場作業従事手当 職員 トンネルの坑内でトンネル掘り作
業若しくはその監督業務又は人事
委員会規則で定める坑内で行う
調査若しくは検査業務

○ 3 36 560円 20

特殊現場作業従事手当 職員 地上又は水面上10ｍ以上の足場
の不安定な箇所で行う建設、維持
修繕、測量、調査等の作業（20m
未満）

○ 28 114 370円 42

特殊現場作業従事手当 職員 地上又は水面上10ｍ以上の足場
の不安定な箇所で行う建設、維持
修繕、測量、調査等の作業（20m
以上）

○ 37 681 420円 286

特殊現場作業従事手当 職員 交通を遮断することなく行う道路
の維持修繕等の人事委員会規則
で定める作業 ○ 51 3,180 370円 1,177

特殊現場作業従事手当 職員 橋脚の基礎工事その他港湾、河
川等におけるこれに類する工事に
おいて、水面下４ｍ以上の深所で
行う作業又は地下４ｍ以上の深
所で行う作業

○ 0 0 370円 0

特殊現場作業従事手当 職員 流域下水道の管渠内で維持修繕
等の作業若しくはその監督又は採
水の作業

○ 0 0 420円 0

特殊現場作業従事手当 中山間地域研究センター、
農業技術センター、農林大
学校に勤務する職員

６月１日から９月30日までの間に
おいて、ビニールハウス、ガラス
室等の温室内で行う農作業又は
試験研究のための作業

○ 18 346 320円 111

特殊現場作業従事手当 隠岐支庁県土整備局、益田
県土整備事務所、出雲空港
管理事務所に勤務する職員

空港を管理するための人事委員
会規則で定める作業

○ 17 43 370円 16

特殊現場作業従事手当 東京事務所 東京電力株式会社福島第一原子
力発電所（以下「原発」という。）敷
地内の免震重要棟外、新事務棟
外及び新事務本館外における作
業のうち原子炉建屋内で行う作業

○ 0 0 40,000円 0
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特殊現場作業従事手当 東京事務所 原発敷地内の免震重要棟外、新
事務棟外及び新事務本館外にお
ける作業のうち故障した設備等を
現場において確認する作業

○ 0 0 20,000円 0

特殊現場作業従事手当 東京事務所 原発敷地内の免震重要棟外、新
事務棟外及び新事務本館外にお
ける作業のうち上記以外の作業 ○ 0 0 13,300円 0

特殊現場作業従事手当 東京事務所 原発敷地内の免震重要棟内、新
事務棟内及び新事務本館内にお
ける作業

○ 0 0 3,300円 0

特殊現場作業従事手当 東京事務所 原子力災害対策特別措置法によ
り、帰還困難区域に設定すること
とされた区域における作業のうち
屋外において行う作業

○ 0 0 6,600円 0

特殊現場作業従事手当 東京事務所 上記のうち作業に従事した時間が
1日について4時間未満

○ 0 0 3,960円 0

特殊現場作業従事手当 東京事務所 原子力災害対策特別措置法によ
り、帰還困難区域に設定すること
とされた区域における作業のうち
屋内において行う作業

○ 0 0 1,330円 0

特殊現場作業従事手当 東京事務所 原子力災害対策特別措置法によ
り、居住制限区域に設定すること
とされた区域における作業のうち
屋外において行う作業

○ 0 0 3,300円 0

特殊現場作業従事手当 東京事務所 上記のうち作業に従事した時間が
1日について4時間未満

○ 0 0 1,980円 0

特殊現場作業従事手当 東京事務所 原子力災害対策特別措置法によ
り、居住制限区域に設定すること
とされた区域における作業のうち
屋内において行う作業

○ 0 0 660円 0
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公共土木施設災害応急
作業従事手当

職員 豪雨等異常な自然現象下におい
て重大な災害が発生し、又は発生
するおそれのある県又は知事が
管理する河川、道路その他人事
委員会で定める公共土木施設に
おいて行う巡回監視業務

○ 16 47 480円 23
R6.1.1以降は災害応急作業等従事手
当を適用

公共土木施設災害応急
作業従事手当

職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う業務

○ 3 4 720円 3
R6.1.1以降は災害応急作業等従事手
当を適用

公共土木施設災害応急
作業従事手当

職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う業務

○ 0 0 960円 0
R6.1.1以降は災害応急作業等従事手
当を適用

公共土木施設災害応急
作業従事手当

職員 豪雨等異常な自然現象下におい
て重大な災害が発生し、又は発生
するおそれのある県又は知事が
管理する河川、道路その他人事
委員会で定める公共土木施設に
おいて行う応急作業又は応急作
業のための災害状況の調査業務

○ 0 0 730円 0
R6.1.1以降は災害応急作業等従事手
当を適用

公共土木施設災害応急
作業従事手当

職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う業務

○ 0 0 1,090円 0
R6.1.1以降は災害応急作業等従事手
当を適用

公共土木施設災害応急
作業従事手当

職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う業務

○ 0 0 1,460円 0
R6.1.1以降は災害応急作業等従事手
当を適用

災害応急作業等従事手
当

職員 豪雨等異常な自然現象下におい
て重大な災害が発生し、又は発生
するおそれのある県又は知事が
管理する河川、道路その他人事
委員会規則で定める公共土木施
設において行う巡回監視業務

○ 0 0 710円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う業務

○ 0 0 1,065円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う業務

○ 0 0 1,420円 0 新設
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災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち大規模な災害として人
事委員会が定める災害に係る業
務

○ 0 0 1,080円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う業務

○ 0 0 1,620円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う業務

○ 0 0 2,160円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記巡回監視業務に相当すると
人事委員会が認める作業

○ 0 0 710円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う作業

○ 0 0 1,065円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う作業

○ 0 0 1,420円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち大規模な災害として人
事委員会が定める災害に係る業
務

○ 0 0 1,080円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う作業

○ 0 0 1,620円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う作業

○ 0 0 2,160円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 豪雨等異常な自然現象下におい
て重大な災害が発生し、又は発生
するおそれのある県又は知事が
管理する河川、道路その他人事
委員会で定める公共土木施設に
おいて行う応急作業又は応急作
業のための災害状況の調査業務

○ 0 0 1,080円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う業務

○ 0 0 1,620円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う業務

○ 0 0 2,160円 0 新設
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災害応急作業等従事手
当

職員 職員が噴火により重大な災害が
発生し、又は発生するおそれがあ
る場合において災害対策基本法
第60条第１項の規定に基づき居
住者等が避難のための立退きを
指示された地域又は同法第63条
第１項の規定に基づき設定された
警戒区域で行う災害状況の調査、
巡回監視、工事の監督又は測量
若しくは測量の監督等の作業

○ 0 0 1,080円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う作業

○ 0 0 1,620円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う作業

○ 0 0 2,160円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記応急作業又は応急作業のた
めの災害状況の調査業務及び災
害状況の調査、巡回監視、工事
の監督又は測量若しくは測量の
監督等の作業に相当すると人事
委員会が認める作業

○ 86 374 1,080円 404 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う作業

○ 0 0 1,620円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う作業

○ 0 0 2,160円 0 新設

特殊環境施設業務従事
手当

宍道湖流域下水道管理事務
所に勤務する職員

著しく臭気が発生する施設におい
て行う業務

○ 0 0 320円 0

特殊自動車等運転手当 人事委員会が認める職員 人事委員会規則で定める特殊自
動車又は道路交通法第39条第１
項に規定する緊急自動車の運転
作業

○ 0 0 370円 0

用地等交渉手当 職員 人事委員会規則で定める事業の
用に供する土地の取得等に係る
交渉又はその事業の施行により
生ずる損失の補償に係る交渉で
土地所有者等と面接して行う業務

○ 192 3,665 700円 2,566
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用地等交渉手当 職員 上記のうち夜間（22:00～翌5:00）
に行う業務 ○ 0 0 1,050円 0

狂犬病予防作業従事手
当

保健所に勤務する職員 狂犬病予防法、動物の愛護及び
管理に関する法律等の規定に基
づく人事委員会規則で定める作
業

○ 28 196 370円 73

狂犬病予防作業従事手
当

保健所に勤務する職員 上記の加算（犬の捕獲及び犬若し
くは猫の収容又は殺処分の作業）
※１頭、１匹当たり ○ 26 168 60円 10

狂犬病予防作業従事手
当

中山間地域研究センター、
農林水産振興センターに勤
務する職員

著しい危険性を有する動物を取り
扱う人事委員会規則で定める作
業

○ 45 166 740円 123

狂犬病予防作業従事手
当

隠岐支庁県土整備局、県土
整備事務所に勤務する職員

道路法第42条第1項の規定に基
づく犬又は猫の収容の作業

○ 24 1,226 370円 454

狂犬病予防作業従事手
当

隠岐支庁県土整備局、県土
整備事務所に勤務する職員

上記の加算（犬又は猫の収容の
作業）
※１頭、１匹当たり

○ 14 295 60円 18

防疫作業等従事手当 職員 人事委員会規則で定める感染症
が発生し、又は発生するおそれが
ある場合において行う感染症患者
若しくは感染症の疑いのある患者
の救護の作業又は防疫の作業（１
類感染症、新型インフルエンザ等
感染症、新感染症）

○ 3 3 740円 2

防疫作業等従事手当 職員 人事委員会規則で定める感染症
が発生し、又は発生するおそれが
ある場合において行う感染症患者
若しくは感染症の疑いのある患者
の救護の作業又は防疫の作業（２
類感染症）

○ 14 67 560円 38

防疫作業等従事手当 職員 人事委員会規則で定める感染症
が発生し、又は発生するおそれが
ある場合において行う感染症患者
若しくは感染症の疑いのある患者
の救護の作業又は防疫の作業
（３・４類感染症）

○ 16 113 370円 42

※

※

※

※
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防疫作業等従事手当 職員 人事委員会規則で定める家畜伝
染病が発生し、又は発生するおそ
れがある場合において行う家畜伝
染病にかかっている家畜若しくは
その疑いのある家畜の処置の作
業又は防疫の作業

○ 0 0 370円 0

防疫作業等従事手当 保健所に勤務する保健師 人事委員会規則で定める結核患
者への療養指導の業務

○ 16 177 370円 65

防疫作業等従事手当
（特例措置）

職員 人事委員会規則で定めるものに
おいて、新型コロナウイルス感染
症から県民の生命及び健康を保
護するために緊急に行われた措
置に係る作業

○ 41 71 3,000円 213 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当
（特例措置）

職員 人事委員会規則で定めるものに
おいて、新型コロナウイルス感染
症から県民の生命及び健康を保
護するために緊急に行われた措
置に係る作業(患者等の身体に直
接接触して行う場合又は患者等
に１時間以上にわたり接して行う
場合)

○ 13 25 4,000円 100 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当
（特例措置）

職員 特定新型インフルエンザ等から県
民の生命及び健康を保護するた
めに行われた措置に係る作業で
あって人事委員会規則で定める
作業

○ 0 0 4,000円 0
新設
支給単価は上限額

原子力災害応急作業従
事手当

職員 原子力災害対策特別措置法第15
条第２項の規定による原子力緊
急事態宣言があった場合におい
て、同法第17条第９項に規定する
緊急事態応急対策実施区域に所
在する原子力事業所のうち人事
委員会規則で定めるもの（特定原
子力事業所）の敷地内において行
う作業（原子炉建屋（人事委員会
規則で定めるものに限る。）内で
行う作業）

○ 0 0 40,000円 0
新設
支給単価は上限額

原子力災害応急作業従
事手当

職員 上記の敷地内において行う上記
以外の作業

○ 0 0 20,000円 0
新設
支給単価は上限額
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原子力災害応急作業従
事手当

職員 原子力災害対策特別措置法第15
条第２項の規定による原子力緊
急事態宣言があった場合におい
て、特定原子力事業所に係る原
子力災害対策特別措置法第20条
第２項の規定に基づく原子力災害
対策本部長の地方公共団体の長
に対する指示に基づき設定された
区域等を考慮して人事委員会規
則で定める区域において行う作業

○ 0 0 10,000円 0
新設
支給単価は上限額

原子力災害応急作業従
事手当

職員 上記のうち、心身に著しい負担を
与えると人事委員会規則で定める
作業

○ 0 0 20,000円 0
新設
支給単価は上限額

環境衛生検査業務従事
手当

浜田保健所環境衛生部検査
課に勤務する職員

試験及び検査業務

○ 2 122 960円 117

環境衛生検査業務従事
手当

保健環境科学研究所保健科
学部細菌科に勤務する職員

試験、研究及び検査業務

○ 11 1,309 960円 1,257

環境衛生検査業務従事
手当

環境政策課、廃棄物対策
課、保健所、保健環境科学
研究所に勤務する職員（上
記の職員を除く）

人事委員会規則で定める公害に
関する法令の規定に基づく立入
検査又は測定業務

○ 22 128 320円 41

環境衛生検査業務従事
手当

環境政策課、廃棄物対策
課、保健所、保健環境科学
研究所に勤務する職員（上
記の職員を除く）

上記の加算（人事委員会が認め
る検体を採取する作業）

○ 16 74 180円 13

環境衛生検査業務従事
手当

廃棄物対策課、保健所に勤
務する職員（浜田保健所環
境衛生部検査課に勤務する
職員を除く）

廃棄物の処理及び清掃に関する
法律第19条第１項の規定に基づ
き、一般廃棄物処理施設又は人
事委員会規則で定める産業廃棄
物の処理施設の立入検査業務

○ 22 43 320円 14

環境衛生検査業務従事
手当

廃棄物対策課、保健所に勤
務する職員（浜田保健所環
境衛生部検査課に勤務する
職員を除く）

上記の加算（人事委員会が認め
る検体を採取する作業）

○ 0 0 180円 0
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環境衛生検査業務従事
手当

保健所に勤務する職員（浜
田保健所環境衛生部検査課
に勤務する職員を除く）

浄化槽法第53条第２項の規定に
基づく立入検査業務

○ 0 0 320円 0

環境衛生検査業務従事
手当

保健所に勤務する職員（浜
田保健所環境衛生部検査課
に勤務する職員を除く）

上記の加算（人事委員会が認め
る検体を採取する作業）

○ 0 0 180円 0

衛生検査業務従事手当 浜田保健所環境衛生部検査
課、保健環境科学研究所保
健科学部の職員

人事委員会規則で定める衛生検
査業務

○ 17 2,372 1,170円 2,775

衛生検査業務従事手当 保健所又は保健環境科学研
究所の職員（上記の職員を
除く）

人事委員会規則で定める衛生検
査業務

○ 21 110 370円 41

麻薬取締業務従事手当 麻薬取締員 麻薬及び向精神薬取締法第54条
第５項及び第56条第１項に規定す
る麻薬取締業務 ○ 1 4 1,590円 6

と畜解体検査業務従事
手当

保健所に勤務すると畜検査
員

と畜場法第14条に規定する検査
業務 ○ 0 0 420円 0

と畜解体検査業務従事
手当

畜産技術センターに勤務す
る職員

と畜場法第３条第１項に規定する
獣畜のと殺又は解体の作業

○ 0 0 370円 0

精神保健業務手当 障がい福祉課、保健所、心と
体の相談センターに勤務す
る職員

精神障害者の診療、介護、相談
又は指導業務

○ 33 1,044 420円 438

精神保健業務手当 障がい福祉課、保健所、心と
体の相談センターに勤務す
る職員

精神障害者の移送その他これに
準ずるものとして人事委員会が認
める業務又は精神保健及び精神
障害者福祉に関する法律の規定
に基づく調査若しくは診察の立会
い業務

○ 40 260 630円 164

放射線取扱業務等従事
手当

原子力環境センターに勤務
する職員

環境放射能の調査研究の業務
○ 5 1,012 800円 810

放射線取扱業務等従事
手当

原子力環境センター長 人事委員会が認める環境放射能
の調査研究の業務 ○ 0 0 370円 0
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放射線取扱業務等従事
手当

保健所、島根あさひ社会復
帰促進センター診療所、産
業技術センターに勤務する
職員（診療放射線技術者）

放射線の照射その他人事委員会
が認める業務

○ 5 106 1,340円 142

放射線取扱業務等従事
手当

保健所、島根あさひ社会復
帰促進センター診療所、産
業技術センターに勤務する
職員（診療放射線技術者を
除く）

放射線の照射その他人事委員会
が認める業務

○ 18 575 370円 213

放射線取扱業務等従事
手当

東京事務所、原子力安全対
策課の職員

原子力発電所の立入調査業務
○ 0 0 370円 0

医師手当 島根あさひ社会復帰促進セ
ンター診療所に勤務する医
師、歯科医師

医療又は保健衛生に関する調査
若しくは指導の業務

○ 1 12 90,000円 1,080

医師手当 人事委員会規則で定める公
署に勤務する医師、歯科医
師

医療又は保健衛生に関する調査
若しくは指導の業務

○ 12 125 25,000円 3,085

医師手当 上記以外の公署に勤務する
医師、歯科医師

医療又は保健衛生に関する調査
若しくは指導の業務 ○ 1 12 10,000円 120

診療所業務従事手当 島根あさひ社会復帰促進セ
ンター診療所に勤務する医
師

島根あさひ社会復帰促進センター
診療所の被収容者と接して行う診
療又は看護の業務 ○ 0 0 2,760円 0

診療所業務従事手当 島根あさひ社会復帰促進セ
ンター診療所に勤務する看
護師

島根あさひ社会復帰促進センター
診療所の被収容者と接して行う診
療又は看護の業務 ○ 0 0 920円 0

福祉業務従事手当 女性相談センター、心と体の
相談センターに勤務する職
員

福祉に関する指導又は調査の業
務 ○ 24 899 600円 539

福祉業務従事手当 児童相談所に勤務する職員 福祉に関する指導又は調査の業
務 ○ 82 8,882 1,080円 9,593

漁業取締手当 漁業監督吏員 漁業取締船に乗り組み行う、漁業
の取締業務 ○ 6 421 370円 156

冬期海上等作業従事手
当

職員（海事職給料表の適用
を受ける職員を除く）

11月１日から翌年の４月30日まで
の間に海上又は人事委員会規則
で定める湖沼上において行う調査
又は検査業務

○ 27 139 270円 38
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潜水手当 職員 潜水器具を着用して行う潜水作業
（20ｍ以下）
※１時間当たり

○ 7 60 780円 47

潜水手当 職員 潜水器具を着用して行う潜水作業
（20ｍ超）
※１時間当たり

○ 0 0 1,500円 0

潜水手当 試験船、漁業取締船、保健
船

航行中において行う船の修理等
のための潜水作業
※１回当たり ○ 3 8 1,500円 12

爆発物検査等従事手当 職員 火薬類が貯蔵されている火薬庫、
高圧ガスが貯蔵されている貯蔵
所その他の爆発物による爆発の
おそれがある場所において行う災
害調査業務

○ 0 0 750円 0

航空業務従事手当 職員 航空機に搭乗して行う次に掲げる
業務
①救急業務又は救助業務②教育
訓練③災害が発生し、又は発生
するおそれのある場合における災
害発生状況の調査等
※１時間当たり

○ 10 829 1,900円 1,574

航空業務従事手当 職員 上記の加算（海上における飛行距
離が100ｋｍを超える救助業務、
夜間（日没時～日出時）における
業務、回転翼航空機による高度
100ｍ以下の低空を30分以上飛
行して行う海上における救助業
務、ホバリングをして行う吊り上げ
救助業務その他人事委員会がこ
れらに準ずると認める業務）
※１時間当たり

○ 10 541 570円 308

航空業務従事手当 職員 上記の加算（飛行中の回転翼航
空機から降下して行う上記の業
務）

○ 10 644 870円 560

教務手当 農林大学校に勤務する職員
以外の職員

授業を行う講師業務
※１時間当たり ○ 28 264 420円 111

教務手当 消防学校に勤務する職員
（校長・副校長を除く）

授業を行う講師業務
※１時間当たり

○ 5 3,304 370円 803

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

13/42



船舶衛生管理業務従事
手当

水産練習船神海丸に乗り組
む職員

衛生管理に従事した場合
○ 0 0 240円 0

練習船乗組員実習指導
手当

水産練習船神海丸に乗り組
む職員

実習生に対する実習指導に従事
した場合

○ 0 0

2,700円を超え
ない範囲内で
職務に応じた

額

0

小計 1,511 70,976 59,055
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【教育委員会】
支給人数 支給回数 支給単価 支給総額（年額）

日額 月額 その他 （人） （回） （円）、（％） （千円）
防疫作業等従事手当 職員 人事委員会規則で定める感染症

が発生し、又は発生するおそれが
ある場合において行う感染症患者
若しくは感染症の疑いのある患者
の救護の作業又は防疫の作業（１
類感染症、新型インフルエンザ等
感染症、新感染症）

○ 0 0 740円 0 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当 職員 人事委員会規則で定めるものに
おいて、新型コロナウイルス感染
症から県民の生命及び健康を保
護するために緊急に行われた措
置に係る作業(患者等の身体に直
接接触して行う場合又は患者等
に１時間以上にわたり接して行う
場合)

○ 0 0 4,000円 0 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当 職員 人事委員会規則で定めるものに
おいて、新型コロナウイルス感染
症から県民の生命及び健康を保
護するために緊急に行われた措
置に係る作業

○ 4 6 3,000円 18 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当
（特例措置）

職員 特定新型インフルエンザ等から県
民の生命及び健康を保護するた
めに行われた措置に係る作業で
あって人事委員会規則で定める
作業

○ 0 0 4,000円 0
新設
支給単価は上限額

教員特殊業務手当・防
災復旧業務

教育職員 非常災害時における防災等業務
○ 0 0 8,000円 0

教員特殊業務手当・甚
大非常災害

教育職員 甚大な非常災害時における救援
業務 ○ 0 0 16,000円 0

教員特殊業務手当・救
急業務

教育職員 児童・生徒の負傷・疾病等に伴う
救急の業務 ○ 5 15 7,500円 113

教員特殊業務手当・補
導業務

教育職員 児童・生徒に対する緊急の補導業
務 ○ 3 4 7,500円 30

教員特殊業務手当・修
学旅行等引率

教育職員 修学旅行等の引率業務

○ 1,795 4,707 5,100円 24,006

備考（見直し状況等）特殊勤務手当の種類 支給対象職員 支給対象業務
支給方法
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教員特殊業務手当・対
外運動競技泊有

教育職員 対外運動競技等の引率(泊有)

○ 946 4,652 5,100円 23,725

教員特殊業務手当・対
外運動競技泊無

教育職員 対外運動競技等の引率(泊無)

○ 1,084 3,421 5,100円 17,447

教員特殊業務手当・部
活動(4H以上)

教育職員 休日等部活動の指導業務

○ 2,138 60,263 3,600円 216,947

教員特殊業務手当・部
活動(2H以上4H未満)

教育職員 休日等部活動の指導業務

○ 899 4,254 1,800円 7,657

昼夜間兼務手当 県立学校の教育職員 昼間・夜間の授業の兼務
※1時間当たり 　 ○ 5 25 1,130円 28

面接指導手当 県立学校の教育職員 通信教育の面接指導の業務
※1時間当たり

○ 125 1,277 1,470円 1,877

有害物取扱手当・工業
等

県立学校の教育職員 毒物等を取扱う業務
○ 1 33 420円 14

有害物取扱手当・農薬 県立学校の教育職員 農薬等を取扱う業務
○ 11 143 370円 53

有害物取扱手当・消毒 県立学校の職員 消毒等に従事する業務
○ 0 0 370円 0

有害物取扱手当・試験
等

職員 試験等作業に従事する業務
○ 1 38 420円 16

練習船実習指導手当・
教委

県立水産高校の教育職員 県教育委員会の練習船の実習指
導業務 ○ 4 214 2,100円 449

練習船実習指導手当・
学校

県立水産高校の教育職員 県立学校の練習船の実習指導業
務 ○ 7 30 1,600円 48

特殊自動車運転手当 県立学校の教育職員 特殊自動車を運転する業務
○ 55 1,016 370円 376

多学年学級担当手当・
３以上の学年

市町村立学校の教職員 多学年で編成されている学級を担
任する業務（3以上の学年）

○ 0 0 350円 0

多学年学級担当手当・
その他

市町村立学校の教職員 多学年で編成されている学級を担
任する業務（その他）

○ 120 25,473 290円 7,387

※

※
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家畜飼育作業従事手
当・ふん尿

県立農林高校の教育職員 家畜等の糞尿を処理する等の業
務 ○ 6 634 320円 203

潜水手当・潜水（20ｍ以
下）

県立水産高校の教育職員・
県教育委員会の職員

潜水作業の従事する業務（20ｍ以
下）
※1時間当たり

○ 4 44 780円 34

潜水手当・潜水（20ｍ
超）

県立水産高校の教育職員・
県教育委員会の職員

潜水作業の従事する業務（20ｍ
超）
※1時間当たり

○ 0 0 1,500円 0

潜水手当・修理等 県立水産高校の教育職員・
県教育委員会の職員

潜水作業に従事する業務(検査
等）
※1回当たり

○ 0 0 1,500円 0

教育業務連絡指導手当 教育職員 主任等の職務に従事した場合
○ 1,226 266,098 200円 53,220

温室内作業従事手当 県立学校の教育職員 温室内の作業に従事した場合
○ 7 272 320円 87

特殊現場作業従事手
当・坑内作業

県教育委員会の職員 坑内での調査、検査等に従事す
る業務 ○ 0 0 560円 0

特殊現場作業従事手
当・高所作業（20ｍ以
上）

職員 高所での建設・測量・調査の作業
に従事する業務（20ｍ以上）

○ 0 0 420円 0

特殊現場作業従事手
当・高所作業（その他）

職員 高所での建設・測量・調査の作業
に従事する業務（その他）

○ 0 0 370円 0

特殊現場作業従事手
当・低温室内作業従事
（1時間未満）

県教育委員会の練習船の職
員

保冷庫内等での作業に従事する
業務（1時間未満）

○ 0 0 370円 0

特殊現場作業従事手
当・低温室内作業従事
（1時間以上）

県教育委員会の練習船の職
員

保冷庫内等での作業に従事する
業務（1時間以上）

○ 12 253 740円 187

特殊現場作業従事手
当・埋蔵文化財発掘作
業

県教育委員会の職員 埋蔵文化財の発掘作業に従事し
た場合

○ 8 271 370円 100

※

※

※
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用地等交渉手当 職員 人事委員会規則で定める事業の
用に供する土地の取得等に係る
交渉又はその事業の施行により
生ずる損失の補償に係る交渉で
土地所有者等と面接して行うもの

○ 0 0 700円 0

用地等交渉手当・夜間 職員 上記のうち夜間（22:00～翌5:00）
に従事

○ 0 0 1,050円 0

防疫作業等従事手当 県立学校の教育職員・市町
村立学校の教職員

教育委員会規則で定めるものに
おいて、新型コロナウイルス感染
症から幼児、児童又は生徒の生
命及び健康を保護するために緊
急に行われた措置に係る作業 ○ 6 6 3,000円 18 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当 県立学校の教育職員・市町
村立学校の教職員

教育委員会規則で定めるものに
おいて、新型コロナウイルス感染
症から幼児、児童又は生徒の生
命及び健康を保護するために緊
急に行われた措置に係る作業(患
者等の身体に直接接触して行う
場合又は患者等に１時間以上に
わたり接して行う場合)

○ 2 2 4,000円 8 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当 県立学校の教育職員・市町
村立学校の教職員

教育委員会規則で定めるものに
おいて、新型コロナウイルス感染
症から幼児、児童又は生徒の生
命及び健康を保護するために緊
急に行われた措置に係る作業（消
毒作業）

○ 3 3 740円 2 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当 県立学校の教育職員・市町
村立学校の教職員

特定新型インフルエンザ等から幼
児、児童又は生徒の生命及び健
康を保護するために行われた措
置に係る作業であって教育委員
会規則に定める作業 ○ 0 0 4,000円 0

新設
支給単価は上限額

漁獲手当 県教育委員会の練習船の職
員（神海丸に乗り組む職員）

漁獲作業に従事した場合
※1航海当たり

○ 23 46

総水揚げ額の
27%の額の範囲
内で職務に応
じた額

7,819
※
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船舶衛生管理業務従事
手当

県教育委員会・県立水産高
校の練習船の職員

衛生管理に従事した場合

○ 1 218 240円 52

練習船乗組員実習指導
手当

県教育委員会の練習船の職
員（神海丸に乗り組む職員）

実習生に対する実習指導に従事
した場合

○ 23 4,553
2,700円を超え
ない範囲で職
務に応じた額

9,087

冬期海上作業従事手当 県立水産高校教育職員 冬期の水産実習指導に従事する
場合 ○ 3 24 270円 6

原子力災害応急作業従
事手当

県立学校の教育職員・市町
村立学校の教職員

原子力災害対策特別措置法第15
条第２項の規定による原子力緊
急事態宣言があった場合におい
て、同法第17条第９項に規定する
緊急事態応急対策実施区域に所
在する原子力事業所のうち教育
委員会規則で定めるものに係る
原子力災害対策本部長の地方公
共団体の長に対する指示に基づ
き設定された区域等を考慮して教
育委員会規則で定める区域にお
いて行う作業

○ 0 0 10,000円 0
新設
支給単価は上限額

原子力災害応急作業従
事手当

県立学校の教育職員・市町
村立学校の教職員

上記のうち、心身に著しい負担を
与えると教育委員会規則で定める
作業

○ 0 0 20,000円 0
新設
支給単価は上限額

災害応急業務等従事手
当

県立学校の教育職員・市町
村立学校の教職員

異常な自然現象により重大な災
害が発生し、又は発生するおそれ
がある場合において、災害対策本
部が設置された地方公共団体の
区域に派遣されて行う被災した児
童若しくは生徒に対する学習指導
その他の学校教育活動の支援に
係る業務で心身に著しい負担を与
えると教育委員会が認める業務

○ 0 0 1,080円 0 新設

災害応急業務等従事手
当

県立学校の教育職員・市町
村立学校の教職員

上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う業務

○ 0 0 1,620円 0 新設

災害応急業務等従事手
当

県立学校の教育職員・市町
村立学校の教職員

上記のうち教育委員会が著しく危
険であると認める区域で行う業務

○ 0 0 2,160円 0 新設

災害応急業務等従事手
当

県立学校の教育職員・市町
村立学校の教職員

上記の業務に準ずるものと教育
委員会が認める作業

○ 0 0 1,080円 0 新設
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災害応急業務等従事手
当

県立学校の教育職員・市町
村立学校の教職員

上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う業務

○ 0 0 1,620円 0 新設

災害応急業務等従事手
当

県立学校の教育職員・市町
村立学校の教職員

上記のうち教育委員会が著しく危
険であると認める区域で行う業務

○ 0 0 2,160円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 職員の特殊勤務手当に関する条
例第12条第1項第1号アの巡回監
視に相当すると人事委員会が認
める作業

○ 0 0 710円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う業務 ○ 0 0 1,065円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う業務

○ 0 0 1,420円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち大規模な災害として人
事委員会が定める災害に係る業
務

○ 0 0 1,080円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う業務 ○ 0 0 1,620円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う業務

○ 0 0 2,160円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 職員の特殊勤務手当に関する条
例第12条第１項第１号イの応急作
業又は応急作業のための災害状
況の調査及び第２号に掲げる災
害状況の調査、巡回監視、工事
の監督又は測量若しくは測量の
監督等の作業に相当すると人事
委員会が認める作業

○ 5 20 1,080円 22 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う作業 ○ 0 0 1,620円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う作業

○ 0 0 2,160円 0 新設

小計 8,532 378,015 371,036
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【警察】
支給人数 支給回数 支給単価 支給総額（年額）

日額 月額 その他 （人） （回） （円）、（％） （千円）
防疫作業等従事手当 従事する職員 人事委員会規則で定めるものに

おいて、新型コロナウイルス感染
症から県民の生命及び健康を保
護するために緊急に行われた措
置に係る作業

○ 0 0 3,000円 0 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当 従事する職員 人事委員会規則で定めるものに
おいて、新型コロナウイルス感染
症から県民の生命及び健康を保
護するために緊急に行われた措
置に係る作業(患者等の身体に直
接接触して行う場合又は患者等
に１時間以上にわたり接して行う
場合)

○ 5 5 4,000円 20 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当 従事する職員 特定新型インフルエンザ等から県
民の生命及び健康を保護するた
めに行われた措置に係る作業で
あって人事委員会規則で定める
作業

○ 0 0 4,000円 0
新設
支給単価は上限額

捜査特別手当 私服勤務員 犯罪の予防若しくは捜査に直接
従事したとき、又は被疑者の逮捕
の作業 ○ 603 13,793 560円 5,711

捜査特別手当 その他の職員 犯罪の予防若しくは捜査に直接
従事したとき、又は被疑者の逮捕
の作業 ○ 491 2,704 470円 916

捜査特別手当 少年補導職員 少年の街頭補導活動等の作業
○ 14 91 320円 19

犯罪鑑識手当 従事する職員 犯罪現場またはこれに関連する
場所における犯罪鑑識の作業

○ 96 1,196 560円 481

犯罪鑑識手当 従事する職員 上記以外の場所における犯罪鑑
識の作業又はステレオカメラ図化
作業

○ 94 3,399 290円 877

交通捜査取締手当 交通機動隊の専務員 交通取締用自動二輪車に乗車し
て行う交通取締りの作業

○ 29 672 560円 351

備考（見直し状況等）特殊勤務手当の種類 支給対象職員 支給対象業務
支給方法
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交通捜査取締手当 警察署の専務員 交通取締用自動二輪車に乗車し
て行う交通取締りの作業

○ 16 117 520円 54

交通捜査取締手当 高速道路交通警察隊の専務
員

交通取締用自動車（自動二輪車
を除く。）に乗車して行う交通取締
りの作業

○ 56 3,668 520円 1,491

交通捜査取締手当 従事する職員 交通取締用自動車（自動二輪車
を除く。）に乗車して行う交通取締
りの作業

○ 186 2,013 470円 754

交通捜査取締手当 交通巡視員 停車又は駐車の規制その他の交
通指導の作業 ○ 4 283 280円 48

交通捜査取締手当 従事する職員 交通特別捜査、事故捜査に従事
する職員が交通事故・事件に係る
道路上の捜査活動の作業（被疑
者の逮捕又は交通事故現場にお
ける交通事故処理の作業を含
む。）

○ 633 9,926 560円 5,474

交通捜査取締手当 従事する職員 上記作業の従事場所が高速道路
（自専道を含む）の場合の加算
額）

○ 176 646 280円 181

交通捜査取締手当 警察署員 上記に掲げる作業以外の交通取
締りの作業 ○ 257 2,726 370円 776

交通捜査取締手当 従事する職員 交通特別捜査、事故捜査に従事
する職員が交通事故・事件に係る
道路上の捜査活動（被疑者の逮
捕又は交通事故現場における交
通事故処理の作業を含む。）の従
事時間帯の全部又は一部が夜間
である場合の作業

○ 624 6,201 840円 5,133

交通捜査取締手当 高速道路交通警察隊の専務
員

上記作業の従事場所が高速道路
の場合の加算額

○ 90 551 420円 231

看守手当 従事する職員 留置人（被保護者を含む。）の看
守又は護送

○ 381 11,326 370円 3,932
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爆発物等取扱手当 作業従事者 爆発物又は爆発するおそれのあ
る物の解体、撤去その他の処理
作業
※1回当たり

○ 2 2 5,200円 10

爆発物等取扱手当 作業従事者 特殊危険物質（サリン（メチルホス
ホノフルオリド酸イソプロピルをい
う。以下同じ。）及びサリン以上の
又はサリンに準ずる強い毒性を有
する物質をいう。）又はその疑い
のある物質が発散又は漏洩して
いる状況下で、その現場において
行う救助活動若しくは被疑者の逮
捕、捜索、差押え、検証等の捜査
活動又は特殊危険物質等の処理
作業

○ 0 0 4,600円 0

爆発物等取扱手当 作業従事者 特殊危険物質等が発散又は漏洩
している状況下で、その現場に隣
接し、特殊危険物質等による被害
の危険がある区域内において行う
被疑者の逮捕、捜索、差押え、検
証等の捜査活動又は避難誘導等
の作業、及び特殊危険物質等が
発散又は漏洩していない状況下
で、その現場において行う特殊危
険物質等の処理作業

○ 0 0 2,600円 0

爆発物等取扱手当 作業従事者 特殊危険物による被害の危険が
あると認められる区域内において
行う作業

○ 0 0 370円 0

警備船出動手当 作業従事者 荒天下において警備船等に乗り
込んでの、密入国者の取締警戒
等の作業 ○ 0 0 370円 0

死体取扱手当 検視官・作業従事者 解剖の補助作業又は立会いの作
業（重度の死体）
※1体当たり ○ 108 222 3,200円 710

死体取扱手当 検視官・作業従事者 解剖の補助作業又は立会いの作
業（軽度の死体）
※1体当たり ○ 150 396 2,500円 990

※

※

※
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死体取扱手当 検視官・作業従事者 検視、検証又は実況見分のため
の死体取扱作業（重度の死体）
※1体当たり ○ 353 1,197 3,200円 3,831

死体取扱手当 検視官 検視、検証又は実況見分のため
の死体取扱作業（軽度の死体）
※1体当たり ○ 2 531 2,500円 1,328

死体取扱手当 作業従事者 検視、検証又は実況見分のため
の死体取扱作業（軽度の死体）
※1体当たり ○ 586 5,033 1,600円 8,053

警ら手当 従事する職員 警ら作業

○ 937 69,348 370円 20,700

夜間特殊業務手当 深夜勤務従事者 正規の勤務時間の一部が深夜
（午後10時後翌日の午前５時前の
間をいう。）において行われる業務
（深夜における勤務時間が５時間
以上である場合）
※勤務1回当たり

○ 75 567 1,100円 624

夜間特殊業務手当 深夜勤務従事者 正規の勤務時間の一部が深夜
（午後10時後翌日の午前５時前の
間をいう。）において行われる業務
（深夜における勤務時間が２時間
以上5時間未満である場合）
※勤務1回当たり

○ 669 39,756 730円 29,022

夜間特殊業務手当 深夜勤務従事者 正規の勤務時間の一部が深夜
（午後10時後翌日の午前５時前の
間をいう。）において行われる業務
（深夜における勤務時間が２時間
未満である場合）
※勤務1回当たり

○ 225 1,108 410円 454

※

※

※

※

※

※
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救難作業等手当 作業従事者 ①　異常な自然現象若しくは大規
模な事故により重大な災害が発
生した箇所又はその周辺におい
て行う救難捜索、災害警備、通信
施設の臨時措置、運用若しくは保
守、鑑識作業又はこれらに相当す
る作業で、人事委員会が認めるも
の

○ 0 0 840円 0

救難作業等手当 作業従事者 上記のうち、夜間（日没時～日出
時）に行う作業

○ 0 0 1,260円 0
新設
R6.1.1適用

救難作業等手当 作業従事者 ②　①のほか、山岳、海上、湖沼
等における救難捜索の作業で危
険又は困難を伴うと人事委員会
が認める作業 ○ 0 0 840円 0

救難作業等手当 作業従事者 上記のうち、夜間（日没時～日出
時）に行う作業

○ 0 0 1,260円 0
新設
R6.1.1適用

救難作業等手当 作業従事者 上記のうち、著しく危険な作業又
は著しく危険な区域内における作
業であると人事委員会が認める
作業 ○ 0 0 1,680円 0

救難作業等手当 作業従事者 ①、②のうち、大規模な災害として
人事委員会が定める災害に係る
作業

○ 14 55 1,080円 59
新設
R6.1.1適用

救難作業等手当 作業従事者 上記のうち、夜間（日没時～日出
時）に行う作業

○ 52 324 1,620円 525
新設
R6.1.1適用
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救難作業等手当 作業従事者 上記のうち、著しく危険な作業又
は著しく危険な区域内における作
業であると人事委員会が認める
作業 ○ 24 72 2,160円 156

新設
R6.1.1適用

救難作業等手当 作業従事者 東日本大震災に係る捜索、災害
警備等の作業に引き続き５日以
上従事

○ 0 0 2,160円 0 支給単価改定　1,680円→2,160円
R6.1.1適用

救難作業等手当 作業従事者 上記のうち、夜間（日没時～日出
時）に行う作業

○ 0 0 2,700円 0
支給単価改定　1,680円→2,700円
R6.1.1適用

救難作業等手当 作業従事者 上記のうち、著しく危険な作業又
は著しく危険な区域における作業

○ 0 0 3,240円 0
支給単価改定　1,680円→3,240円
R6.1.1適用

救難作業等手当 作業従事者 東京電力株式会社福島第一原子
力発電所（以下「原発」という。）敷
地内のうち、原子炉建屋内におけ
る作業 ○ 0 0 40,000円 0

救難作業等手当 作業従事者 原発敷地内の原子炉建屋及び免
震重要棟外のうち故障設備等の
現場の確認作業

○ 0 0 20,000円 0

救難作業等手当 作業従事者 原発敷地内の免震重要棟外のう
ち上記以外の作業

○ 0 0 13,300円 0
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救難作業等手当 作業従事者 原発敷地内の免震重要棟内にお
ける作業

○ 0 0 3,300円 0

救難作業等手当 作業従事者 原発帰還困難区域の屋外作業

○ 0 0 6,600円 0

救難作業等手当 作業従事者 原発帰還困難区域の屋内作業

○ 0 0 1,330円 0

救難作業等手当 作業従事者 原発居住制限区域の屋外作業

○ 0 0 3,300円 0

救難作業等手当 作業従事者 原発居住制限区域の屋内作業

○ 0 0 660円 0

救難作業等手当 作業従事者 原発警戒区域の屋外作業

○ 0 0 6,600円 0

救難作業等手当 作業従事者 原発警戒区域の屋内作業

○ 0 0 1,330円 0
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救難作業等手当 作業従事者 原発計画的避難区域の屋外作業

○ 0 0 5,000円 0

救難作業等手当 作業従事者 原発計画的避難区域の屋内作業

○ 0 0 1,000円 0

救難作業等手当 作業従事者 東日本大震災以外の特定大規模
災害に係る原発原子炉建屋内に
おける作業

○ 0 0 40,000円 0 支給単価は上限額

救難作業等手当 作業従事者 東日本大震災以外の特定大規模
災害に係る原発敷地内その他の
作業

○ 0 0 20,000円 0 支給単価は上限額

救難作業等手当 作業従事者 東日本大震災以外の特定大規模
災害に係る原子力対策本部長に
指示された区域における作業

○ 0 0 10,000円 0 支給単価は上限額

救難作業等手当 作業従事者 東日本大震災以外の特定大規模
災害に係る作業に引き続き５日以
上従事

○ 0 0 2,160円 0
支給単価は上限額
支給単価改定　1,680円→2,160円
R6.1.1適用

救難作業等手当 作業従事者 上記のうち、夜間（日没時～日出
時）に行う作業

○ 0 0 2,700円 0
支給単価は上限額
支給単価改定　1,680円→2,700円
R6.1.1適用
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救難作業等手当 作業従事者 上記のうち、著しく危険な作業又
は著しく危険な区域における作業

○ 0 0 3,240円 0
支給単価は上限額
支給単価改定　1,680円→3,240円
R6.1.1適用

運転免許技能試験手当 運転免許試験官 道路において行う運転免許技能
試験

○ 9 214 370円 48

潜水手当 作業従事者 潜水器具を着用して潜水作業（潜
水深度20m以下）
※1時間当たり ○ 7 7 780円 5

潜水手当 作業従事者 潜水器具を着用して潜水作業（潜
水深度20m超）
※1時間当たり ○ 0 0 1,500円 0

航空手当 操縦士 職員が航空機に搭乗しての操縦
業務
※1時間当たり ○ 3 234 5,100円 1,192

航空手当 整備士 職員が航空機に搭乗しての整備
業務
※1時間当たり ○ 2 156 2,200円 344

航空手当 搭乗者 職員が航空機に搭乗しての捜索
救難、犯罪の捜査又は鎮圧、警
備、交通の取締りその他の警察
活動
※1時間当たり

○ 4 6 1,900円 12

航空手当 操縦士
整備士
搭乗者

上記の加算（海上における飛行距
離が100キロメートルを超える捜索
業務、夜間における業務、回転翼
航空機による高度100メートル以
下の低空を30分以上飛行して行う
海上における捜索業務、ホバリン
グをして行う吊り上げ救助業務そ
の他人事委員会がこれらに準ず
ると認める業務）
※1時間当たり

○ 9 52
１時間につき上

記の額に
30/100加算

56

※

※

※

※

※

※
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航空手当 搭乗者 上記の加算（飛行中の回転翼航
空機から降下して捜索救難、犯罪
の捜査又は鎮圧、警備、交通の
取締りその他の警察活動の業務
に従事）

○ 0 0 870円 0

警衛警護等手当 側近警衛員 天皇又は皇后、上皇、上皇后、皇
太子、皇太子妃若しくは皇嗣、皇
嗣妃若しくは悠仁親王の側近警
衛 ○ 18 247 1,150円 284

警衛警護等手当 側近警衛員
身辺警護員

上記以外の皇族の側近警衛
内閣総理大臣、国賓その他人事
委員会規則で定める者の身辺警
護 ○ 6 24 640円 15

警衛警護等手当 作業従事者 核物質を輸送する車両を先導し、
又はこれに追従して行う当該車両
の警備

○ 0 0 640円 0

呼出手当
（地方警察職員の特殊
勤務手当に関する条例
第22条の規定に基づく
加算）

作業従事者 捜査特別、犯罪鑑識、交通捜査、
爆発物等取扱、銃器犯罪捜査従
事手当の支給される作業で正規
の勤務時間以外の時間において
勤務時間帯その他に関し人事委
員会規則で定める特別の事情の
下で行われる作業
※1回当たり

○ 163 565 1,240円 701

銃器等犯罪捜査従事手
当

作業従事者 防弾装備を着装し、及び武器を携
帯して行う、銃器又はクロスボウ
が使用されている犯罪現場にお
ける犯人の逮捕の作業又はこれ
に相当する作業

○ 0 0 1,640円 0

※

30/42



銃器等犯罪捜査従事手
当

作業従事者 防弾装備を着装し、及び武器を携
帯して行う、銃器又はクロスボウ
を所持する犯人の逮捕の作業

○ 0 0 1,100円 0

銃器等犯罪捜査従事手
当

作業従事者 上記に掲げるもののほか、銃器又
はクロスボウが使用されている犯
罪現場における犯人の逮捕の作
業又はこれに相当する作業に付
随して行われる警戒配置

○ 0 0 1,100円 0

銃器等犯罪捜査従事手
当

作業従事者 上記に掲げるもののほか、銃器又
はクロスボウが使用され、又は使
用されるおそれがある現場におい
て行われる作業で銃器又はクロス
ボウを所持する犯人の逮捕の作
業に付随して行われる警戒配置
で人事委員会が認める作業

○ 0 0 820円 0

銃器等犯罪捜査従事手
当

作業従事者 上記に掲げるもののほか、銃器又
はクロスボウが使用され、又は使
用されるおそれがある現場におい
て行われる作業で銃器又はクロス
ボウが使用された暴力団の対立
抗争事件に伴い暴力団事務所等
の直近に配置され行われる警戒

○ 94 206 820円 169

銃器等犯罪捜査従事手
当

作業従事者 上記に掲げるもののほか、銃器又
はクロスボウが使用され、又は使
用されるおそれがある現場におい
て行われる作業で保護対象者の
身辺警戒体制又は身辺警戒体制
に相当すると人事委員会が認め
る作業

○ 0 0 820円 0

銃器等犯罪捜査従事手
当

作業従事者 上記に掲げるもののほか、銃器又
はクロスボウが使用され、又は使
用されるおそれがある現場におい
て行われる作業で保護対象者の
固定警戒体制又は固定警戒体制
に相当すると人事委員会が認め
る作業

○ 0 0 820円 0

小計 7,267 179,639 95,737

普通会計合計 17,310 628,630 525,828
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公営事業会計（県立病院・企業局・下水道）
支給人数 支給回数 支給単価 支給総額（年額）

日額 月額 その他 （人） （回） （円）、（％） （千円）
有害物取扱手当 中央病院、こころの医療セン

ターに勤務する薬剤師
薬事法施行規則第204条に規定
する毒薬又は劇薬を使用した調
製作業

○ 30 1,411 370円 522

特殊現場作業従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

労働安全衛生規則の規定により
行う残留電荷の放電作業、高圧
活線近接作業、特別高圧活線近
接作業又は低圧活線近接作業

○ 0 0 370円 0

特殊現場作業従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

地上又は水面上10ｍ以上の足場
の不安定な箇所で行う建設、測
量、調査等の作業（20m未満） ○ 0 0 370円 0

特殊現場作業従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

地上又は水面上10ｍ以上の足場
の不安定な箇所で行う建設、測
量、調査等の作業（20m以上） ○ 0 0 420円 0

特殊自動車等運転手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

道路運送車両法施行規則別表第
１に掲げる大型特殊自動車若しく
は道路交通法施行規則第2条に
規定する大型特殊自動車、大型
自動車又は中型自動車の運転作
業

○ 0 0 370円 0

防疫作業等従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

感染症の予防及び感染症の患者
に対する医療に関する法律（以下
この手当において「感染症法」とい
う。）第６条第２項、第７項及び第９
項に規定する感染症並びに同条
第８項に規定する感染症のうちこ
れらに相当する感染症が発生し、
又は発生するおそれがある場合
において行う感染症患者若しくは
感染症の疑いのある患者の救護
の作業又は防疫の作業（１類感染
症、新型インフルエンザ等感染
症、新感染症）

○ 2 2 740円 1

特殊勤務手当の種類 支給対象職員 支給対象業務
支給方法

備考（見直し状況等）
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防疫作業等従事手当 中央病院又はこころの医療
センターに勤務する職員

感染症法第６条第３項に規定する
感染症並びに同条第８項に規定
する感染症のうちこれらに相当す
る感染症が発生し、又は発生する
おそれがある場合において行う感
染症患者若しくは感染症の疑い
のある患者の救護の作業又は防
疫の作業（２類感染症）

○ 53 137 560円 77

防疫作業等従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

感染症法第６条第４項及び第５項
に規定する感染症並びに同条第
８項に規定する感染症のうちこれ
らに相当する感染症が発生し、又
は発生するおそれがある場合に
おいて行う感染症患者若しくは感
染症の疑いのある患者の救護の
作業又は防疫の作業（３・４類感
染症）

○ 4 12 370円 4

防疫作業等従事手当
（特例措置）

中央病院又はこころの医療
センターに勤務する職員

新型コロナウイルス感染症から県
民の生命及び健康を保護するた
めに緊急に行われた措置に係る
作業 ○ 31 106 3,000円 318 R5.10.1廃止

防疫作業等従事手当
（特例措置）

中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

新型コロナウイルス感染症から県
民の生命及び健康を保護するた
めに緊急に行われた措置に係る
作業(患者等の身体に直接接触し
て行う場合又は患者等に１時間以
上にわたり接して行う場合)

○ 327 2,797 4,000円 11,188 R5.10.1廃止

死体取扱手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

死体の解剖等を直接補助する業
務

○ 6 13 2,500円 33

死体取扱手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

死体の搬送作業

○ 1 1 620円 1
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精神保健業務手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

精神障害者の診療、看護、相談
若しくは指導又は精神保健及び
精神障害者福祉に関する法律（以
下この手当において「法」という。）
の規定に基づく調査若しくは診察
の立会い業務

○ 59 8,935 420円 3,753

精神保健業務手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

精神障害者の移送若しくは法第
33条の規定に基づく医療保護入
院又は法第33条の４の規定に基
づく応急入院のために直接入院さ
せる業務

○ 18 116 630円 73

精神保健業務手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する看護師、准
看護師

精神障害者の看護

○ 144 28,261 590円 16,674

夜間特殊業務手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する医師、看護
師、准看護師、助産師、薬剤
師、診療放射線技師、臨床
工学技士

看護等の業務
（深夜（22:00～翌5:00）における勤
務時間が３時間30分以上）

○ 702 27,643 4,000円 110,572

夜間特殊業務手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する医師、看護
師、准看護師、助産師、薬剤
師、診療放射線技師、臨床
工学技士

看護等の業務
（深夜（22:00～翌5:00）における勤
務時間が２時間以上３時間30分
未満） ○ 700 28,458 3,500円 99,603

夜間特殊業務手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する医師、看護
師、准看護師、助産師、薬剤
師、診療放射線技師、臨床
工学技士

看護等の業務
（深夜（22:00～翌5:00）における勤
務時間が２時間未満）

○ 0 0 2,000円 0

夜間特殊業務手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する医師、看護
師、准看護師、助産師、薬剤
師、診療放射線技師、臨床
工学技士

上記の加算（勤務の交代に伴う事
情について特別の考慮を必要と
するもの）
〈通勤距離が片道２㎞以上５㎞未
満〉

○ 0 0 380円 0
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夜間特殊業務手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する医師、看護
師、准看護師、助産師、薬剤
師、診療放射線技師、臨床
工学技士

上記の加算（勤務の交代に伴う事
情について特別の考慮を必要と
するもの）
〈通勤距離が片道５㎞以上10㎞未
満〉

○ 0 0 760円 0

夜間特殊業務手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する医師、看護
師、准看護師、助産師、薬剤
師、診療放射線技師、臨床
工学技士

上記の加算（勤務の交代に伴う事
情について特別の考慮を必要と
するもの）
〈通勤距離が片道10㎞以上〉 ○ 0 0 1,140円 0

放射線取扱業務等従事
手当

中央病院、こころの医療セン
ター（診療放射線技術者を除
く）

放射線の照射の補助業務又は放
射性医薬品を使用して行う検査業
務

○ 190 9,097 370円 3,366

機能回復訓練従事手当 中央病院に勤務する職員
（理学療法士又は作業療法
士の補助業務に専ら従事す
る職員に限る）

理学療法士又は作業療法士の補
助業務

○ 0 0 11,100円 0

病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する医師、歯科
医師

勤務時間外において行う救急業
務
※１時間当たり

○ 110 8,125 980円 7,963

病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する医師、歯科
医師

上記のうち、1000点以上の処置・
手術に係る業務
※1件当たり

○ 41 936 2,000円 1,872

病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する医師、歯科
医師

勤務時間外において行う救急業
務（管理者が定める救急外来患
者を直接入院させる業務に限る）
※１件当たり ○ 26 70 5,000円 350

病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員（医師ま
たは歯科医師を除く）

勤務時間外において行う救急業
務
※１時間当たり

○ 138 2,930 610円 1,787

※

※

※

※
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病院業務従事手当 救命救急センターの当直勤
務を行う医師

救急外来の患者を直接入院させ
る業務
※１件当たり

○ 43 180 5,000円 900

病院業務従事手当 総合周産期母子医療セン
ターの当直勤務を行う医師、
麻酔科医

救急の分娩業務
※１件当たり

○ 0 0 5,000円 0

病院業務従事手当 総合周産期母子医療セン
ターの当直勤務を行う医師

救急の分娩業務（帝王切開術に
係る算定又は診療報酬における
ハイリスク分娩管理加算を算定し
た場合に限る）
※１件当たり

○ 0 0 10,000円 0

病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する医師

県が実施する代診医派遣制度に
基づき、へき地診療所等で行う業
務

○ 10 126 20,000円 2,520

病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する看護師長

外来又は病棟の運営管理等の業
務

○ 23 270 8,000円 2,134

病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する副看護師長

外来又は病棟の運営管理等の業
務

○ 46 556 5,000円 2,722

病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する管理職員（医
療職給料表（１）適用職員）

正規の勤務時間外の臨時又は緊
急の業務
※勤務１時間当たり ○ 22 8,643 4,500円 38,894

病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する管理職員（医
療職給料表（２）又は（３）適
用職員）

正規の勤務時間外の臨時又は緊
急の業務
※勤務１時間当たり ○ 6 332 3,000円 996

病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する医師

救急医療用ヘリコプターに搭乗し
て行う救急業務
※１件当たり

○ 18 632 5,000円 3,160

※

※

※

※

※

※
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病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する看護師、助
産師、臨床工学技士

救急医療用ヘリコプターに搭乗し
て行う救急業務
※１件当たり

○ 14 647 3,000円 1,941

病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する医師、看護
師、精神保健福祉士、作業
療法士、臨床心理技術職員

医療観察法に基づく外出・外泊訓
練

○ 15 56 1,000円 56

病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する看護師、薬
剤師等

認定看護師、認定薬剤師等の業
務

○ 152 1,600
1業務につき
5,000円又は

1,000円
5,472

病院業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する精神保健指
定医の指定を受けた職員

精神保健指定医に係る業務

○ 13 155 35,000円 4,995

病院業務従事手当 中央病院に勤務する看護
師、准看護師又は助産師

看護業務

○ 239 1,724 9,500円 15,889

病院業務従事手当 中央病院に勤務する看護
師、准看護師又は助産師

看護業務（管理者が別に定める
看護業務に従事したとき）

○ 476 5,189 11,500円 59,027

航空業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

航空機に搭乗して行う救急業務
※勤務1時間当たり

○ 0 0 1,900円 0

航空業務従事手当 中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

上記の加算（夜間（日没時～日出
時）における業務）
※勤務１時間当たり

○ 0 0 570円 0

※

※

※
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災害応急業務等従事手
当

中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

異常な自然現象により重大な災
害が発生し、又は発生するおそれ
がある場合において、災害対策基
本法第23条第１項又は第23条の
２第１項の規定に基づき災害対策
本部が設置された地方公共団体
の区域に派遣されて行う医療支
援に係る業務で心身に著しい負
担を与えると管理者が認める業務

○ 0 0 1,080円 0 新設

災害応急業務等従事手
当

中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う業務

○ 0 0 1,620円 0 新設

災害応急業務等従事手
当

中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

上記のうち管理者が著しく危険で
あると認める区域において行う業
務

○ 0 0 2,160円 0 新設

災害応急業務等従事手
当

中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

上記に掲げる業務に準ずるものと
管理者が認める作業

○ 0 0 1,080円 0
新設
支給単価は上限額

災害応急業務等従事手
当

中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う業務

○ 0 0 1,620円 0
新設
支給単価は上限額

災害応急業務等従事手
当

中央病院、こころの医療セン
ターに勤務する職員

上記のうち管理者が著しく危険で
あると認める区域において行う業
務

○ 0 0 2,160円 0
新設
支給単価は上限額

災害応急作業等従事手
当

職員 職員の特殊勤務手当に関する条
例第12条第１項第１号イの応急作
業又は応急作業のための災害状
況の調査及び第２号に掲げる災
害状況の調査、巡回監視、工事
の監督又は測量若しくは測量の
監督等の作業に相当すると人事
委員会が認める作業

○ 1 4 1,080円 4 新設
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特殊現場作業従事手当 企業局職員 次に該当する作業
①電気作業②導水管内作業③高
所作業④道路上作業⑤高速回転
機器維持修繕作業⑥深所作業⑦
浄水設備洗浄作業⑧酸素欠乏危
険箇所作業⑨内部点検・清掃作
業⑩発電所送電線巡視点検作業
⑪ダム放流等作業⑫流木除去等
作業⑬施設復旧作業

○ 46 643 740円 476

水質検査業務従事手当 管理事務所に勤務する職員 水道法施行規則の検査業務にお
いて、毒物及び劇物取締法に規
定する毒物又は劇物を使用して
行う水質検査の業務

○ 4 298 420円 125

用地等交渉手当 企業局職員 事業の用に供する土地の取得等
に係る交渉又はその事業の施行
により生ずる損失の補償に係る交
渉で土地所有者等と面接して行う
業務

○ 4 12 700円 8

用地等交渉手当 企業局職員 上記の加算（上記のうち18:00～翌
8:00に行う業務）

○ 0 0 280円 0

夜間特殊業務手当 企業局職員 正規の勤務時間による勤務の一
部又は全部が深夜（22:00～翌
5:00）において行う業務

○ 22 1,533 980円 1,502

防疫作業等従事手当
（特例措置）

企業局職員 新型コロナウイルス感染症から県
民の生命及び健康を保護するた
めに緊急に行われた措置に係る
作業

○ 0 0 3,000円 0 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当
（特例措置）

企業局職員 新型コロナウイルス感染症から県
民の生命及び健康を保護するた
めに緊急に行われた措置に係る
作業(患者等の身体に直接接触し
て行う場合又は患者等に１時間以
上にわたり接して行う場合)

○ 0 0 4,000円 0 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当 企業局職員 上記以外の作業であって、新型コ
ロナウイルス感染症の防疫に係る
もの

○ 0 0 740円 0 R5.7.13廃止
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防疫作業等従事手当 企業局職員 特定新型インフルエンザ等から県
民の生命及び健康を保護するた
めに行われた措置に係る作業で
あって管理者が定める作業

○ 0 0 4,000円 0
新設
支給単価は上限額

災害応急作業等従事手
当

企業局職員 豪雨等異常な自然現象により重
大な災害が発生し、又は発生する
おそれがある道路等で管理者が
定めるものにおいて行う応急作業
又は応急作業のための災害状況
の調査

○ 0 0 1,080円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

企業局職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う作業 ○ 0 0 1,620円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

企業局職員 上記のうち管理者が著しく危険で
あると認める区域で行う作業

○ 0 0 2,160円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

企業局職員 上記に掲げる作業に相当すると
管理者が認める作業 ○ 0 0 1,080円 0

新設
支給単価は上限額

災害応急作業等従事手
当

企業局職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う作業 ○ 0 0 1,620円 0

新設
支給単価は上限額

災害応急作業等従事手
当

企業局職員 上記のうち管理者が著しく危険で
あると認める区域で行う作業

○ 0 0 2,160円 0
新設
支給単価は上限額

特殊現場作業従事手当 下水道事業職員 流域下水道の管渠内で維持修繕
等の作業若しくはその監督又は採
水の作業 ○ 3 16 420円 7

特殊環境施設業務従事
手当

宍道湖流域下水道管理事務
所に勤務する下水道事業職
員

著しく臭気が発生する施設におい
て行う業務

○ 2 9 320円 3

防疫作業等従事手当
（特例措置）

下水道事業職員 新型コロナウイルス感染症から県
民の生命及び健康を保護するた
めに緊急に行われた措置に係る
作業

○ 0 0 3,000円 0 R5.7.13廃止
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防疫作業等従事手当
（特例措置）

下水道事業職員 新型コロナウイルス感染症から県
民の生命及び健康を保護するた
めに緊急に行われた措置に係る
作業(患者等の身体に直接接触し
て行う場合又は患者等に１時間以
上にわたり接して行う場合)

○ 0 0 4,000円 0 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当 下水道事業職員 上記以外の作業であって、新型コ
ロナウイルス感染症の防疫に係る
もの

○ 0 0 740円 0 R5.7.13廃止

防疫作業等従事手当 下水道事業職員 特定新型インフルエンザ等から県
民の生命及び健康を保護するた
めに行われた措置に係る作業で
あって人事委員会規則で定める
作業

○ 0 0 4,000円 0
新設
支給単価は上限額

災害応急作業等従事手
当

下水道事業職員 条例第12条第1項第1号アの巡回
監視に相当すると人事委員会が
認める作業

○ 0 0 710円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

下水道事業職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う業務

○ 0 0 1,065円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

下水道事業職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う業務

○ 0 0 1,420円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

下水道事業職員 上記のうち大規模な災害として人
事委員会が定める災害に係る業
務

○ 0 0 1,080円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

下水道事業職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う業務

○ 0 0 1,620円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

下水道事業職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う業務

○ 0 0 2,160円 0 新設
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災害応急作業等従事手
当

下水道事業職員 条例第12条第１項第１号イの応急
作業又は応急作業のための災害
状況の調査及び第２号に掲げる
災害状況の調査、巡回監視、工
事の監督又は測量若しくは測量
の監督等の作業に相当すると人
事委員会が認める作業

○ 0 0 1,080円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

下水道事業職員 上記のうち夜間（日没時～日出
時）に行う作業

○ 0 0 1,620円 0 新設

災害応急作業等従事手
当

下水道事業職員 上記のうち人事委員会が著しく危
険であると認める区域において行
う作業

○ 0 0 2,160円 0 新設

公営企業会計合計 3,741 141,675 398,988

総合計 21,051 770,305 924,816
（人） （回） （千円）
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